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第 47 回日伊声楽コンコルソ第一位、及び歌曲賞受賞。第 82 回

日本音楽コンクール第一位、及び岩谷賞(聴衆賞)、Ｅ.ナカミチ賞

受賞。伊・オルヴィエート第 20回国際声楽コンクール『蝶々夫人』

表題役で優勝。2015年イタリア・マンチネッリ歌劇場にて『蝶々

夫人』蝶々夫人役で海外デビューを果たす。2017 年日生劇場 

NISSAY OPERA 2017 オペラ『ルサルカ』でルサルカ役にて出演。

平成 26 年度文化庁新進芸術家海外研修生として伊・ミラノに留

学。平成 29年度第 28回五島文化財団オペラ新人賞受賞。 

慶應義塾ワグネル・ソサィエティー男声合唱団は 1901年に創立

された長い歴史と伝統を誇る慶應義塾の音楽団体です。長い時間

をかけて培われた発声技術に裏付けされる我々の演奏は「ワグネ

ルトーン」と呼ばれ、その演奏を評価されております。東京六大

学合唱連盟定期演奏会、東西四大学合唱演奏会、そして当団単独

での定期演奏会の三つの演奏会を軸に、国内外の演奏旅行、企業

やホテルなどからの依頼演奏など多方面で活躍しております。 

桐朋学園大学卒業後、ドイツ・ベルリン芸術大学ディプロム課

程、オーストリア・モーツァルテウム大学にてコンサートソリス

ト、ポストグラデュエイトコースを合わせて修了する。複数の国

際コンクールにて入賞。東京文化会館小ホールにて日本演奏連盟

主催のソロリサイタル、モーツァルト愛好会主催のコンサート,

社会福祉法人はばたき福祉事業団のメモリアルコンサートに出演

するなど、精力的に音楽活動を行う。 

神奈川県生まれ。慶應義塾大学理工学部卒業。同大学大学院理

工学研究科修了。松下電器産業株式会社に勤務した後、指揮者と

なる。11 歳で東京室内歌劇場『アマールと夜の訪問者』（栗山昌

良演出）にアマール役として出演。大学在籍中より 20年にわたり

故畑中良輔氏の下で研鑽を積み、慶應ワグネル、同 OB合唱団等を

指揮し好評を得る。現在、伊藤忠商事東京コーラス部、藤沢男声

合唱団、混声合唱団水曜会等、８団体の音楽監督、常任指揮者を

務める。指揮法を故北村協一氏に師事。近年は歌手としても活動

中。 
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